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　【
比
叡
山
門
前
町
の
石
積
群
】

 

先
日
、
か
つ
て
比
叡
山
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
た

大
津
市
坂
本
に
残
る
穴
太
積
み
と
い
わ
れ
る
石
垣
群

を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
穴
太
衆
と
は
古
く
は
大
津
周
辺
の
横
穴
古
墳
群
を

築
い
た
と
さ
れ
る
渡
来
人
の
石
工
技
術
者
で
、
穴
太

積
み
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
石
垣
技
術
を
も
っ
て
主
に

比
叡
山
の
寺
院
や
日
吉
大
社
等
の
造
営
を
行
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
一
五
七
一
年
の
延
暦
寺
焼
き
打
ち
時
、
強
固
な
石

積
み
に
手
を
焼
い
た
織
田
信
長
が
後
年
安
土
城
の
造

営
に
あ
た
り
穴
太
衆
を
中
心
と
し
た
石
工
集
団
に

委
ね
て
以
後
、
各
地
に
請
わ
れ
多
く
の
城
郭
の
石
垣

造
営
を
行
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
出
来

上
が
っ
た
城
壁
の
優
美
な
曲
線
の
美
し
さ
と
と
も

に
、
石
材
を
巧
み
に
組
み
上
が
っ
た
堅
牢
さ
等
が
穴

太
衆
独
自
の
技
術
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

そ
う
で
す
。

（
穴
太
積
み
の
石
垣
ー
石
の
隙
間
は
埋
め
て
い
な
い
）

　
こ
の
石
垣
の
特
徴
は
大
小
の
自
然
石
（
野
面
石
）

を
加
工
せ
ず
そ
の
ま
ま
用
い
て
組
み
上
げ
て
い
な
が

ら
、
と
て
も
堅
牢
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
事
で

す
。
そ
れ
は
見
付
け
部
分
（
表
面
）
よ
り
見
込
み
部

　　前回の通信にも、前回の通信にも、あいかわらず世界的な異常気象が頻発し…と記載しましたが、あいかわらず世界的な異常気象が頻発し…と記載しましたが、もう珍しいことではないのかもしれませもう珍しいことではないのかもしれませ

ん。ん。今年は非常に暖かい冬です。今年は非常に暖かい冬です。普段なら普段なら22月の真冬に春のような雪崩で事故が起こるとは誰もが考えません。月の真冬に春のような雪崩で事故が起こるとは誰もが考えません。考えられな考えられな

いことが身近に起こるということを常に意識しながら自然と向かい合っていかないといけない時代にもう入ったのでしょういことが身近に起こるということを常に意識しながら自然と向かい合っていかないといけない時代にもう入ったのでしょう

か。か。言葉では理解できても人は、言葉では理解できても人は、長年に渡って体に染み込んだ行動を変えることは決して容易なことではありません。長年に渡って体に染み込んだ行動を変えることは決して容易なことではありません。「地球「地球

温暖化問題」温暖化問題」について考えるドキュメンタリーのについて考えるドキュメンタリーの「不都合な真実」「不都合な真実」という映画がありますが、という映画がありますが、アメリカではヒット作でしたアメリカではヒット作でした

が、が、日本ではいかがでしょうか。日本ではいかがでしょうか。上映している映画館も少ないようですが…。上映している映画館も少ないようですが…。
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　分
（
奥
行
き
）
の
ほ
う
を
長
く
用
い
（
約
１
対
３
）、

組
み
あ
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
隠
れ
て
し
ま
う
石
垣

の
裏
側
に
用
い
る
栗
石
の
量
が
普
通
よ
り
多
く
丁
寧

に
施
工
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
為
、
表
面
の

適
度
の
空
隙
と
と
も
に
雨
水
の
排
水
が
自
然
に
無
理

な
く
行
わ
れ
、
日
本
と
い
う
自
然
風
土
に
合
致
し
た

合
理
的
な
構
造
を
な
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
横
長

に
配
さ
れ
た
石
垣
（
特
に
角
の
部
分
に
は
要
の
石
で

構
築
さ
れ
て
い
る
）
は
大
小
の
石
の
表
情
が
う
ま
く

生
か
さ
れ
て
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
い
な
ん
と
も
表

情
が
豊
か
で
趣
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
阪
神
大
震

災
で
も
そ
の
高
強
度
と
耐
震
性
が
証
明
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　
な
お
穴
太
積(

あ
の
う
づ
み)

を
今
に
継
承
す
る
数

少
な
い
石
工
・
穴
太
衆(

あ
の
う
し
ゅ
う)

第
一
四
代
・

粟
田
純
司
氏
に
よ
る
と
、
粟
田
家
・
穴
太
衆
の
言
い

伝
え
に
「
石
の
声
を
聴
き
、
石
の
行
き
た
が
る
と
こ

ろ
へ
遣
れ
」
と
い
う
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。
現
代
の

多
く
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
形
状
の
一
定
し
た

石
を
た
だ
積
み
上
げ
る
だ
け
に
較
べ
る
と
、
手
間
や

時
間
は
雲
泥
の
差
で
す
が
、
完
成
度
の
違
い
は
余
り

に
も
大
き
く
思
え
ま
す
。

　
日
本
の
よ
う
に
資
源
が
少
な
い
土
地
で
は
、
古
く

か
ら
手
元
に
あ
る
数
少
な
い
材
料
を
工
夫
し
な
が
ら

モ
ノ
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
穴
太
衆
の

心
構
え
は
そ
の
典
型
で
す
が
、
現
代
日
本
の
誇
る
工

業
社
会
の
姿
（
職
人
技
）
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
見
せ
か
け
の
恣
意
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
、
素

材
の
特
性
を
見
極
め
、
し
っ
か
り
裏
付
け
さ
れ
た
技

術
の
う
え
に
立
ち
つ
つ
、
じ
っ
く
り
と
自
然
・
風
土

に
向
き
合
い
な
が
ら
妥
協
を
許
さ
な
い

も
の
づ
く
り
を
行
う
事
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
　（
坂
田
　
記
）

『茶室の見学『茶室の見学：：利休生誕の地、利休生誕の地、堺へ』堺へ』

堺市と言うと仁徳天皇稜古墳で有名ですが、堺市と言うと仁徳天皇稜古墳で有名ですが、利休の生誕利休の生誕

の地であり、の地であり、茶道をされている方にとっては聖地のよう茶道をされている方にとっては聖地のよう

な地でもあります。な地でもあります。江久庵というカステラ工房の奥に作江久庵というカステラ工房の奥に作

られたられた『朝雲庵』『朝雲庵』という茶室を見学に行きました。という茶室を見学に行きました。秀吉秀吉

の築城後、の築城後、利休の大阪屋敷に実在した御成の茶室を弟子利休の大阪屋敷に実在した御成の茶室を弟子

の山上宗二が残した間取りや文章を元に復元されたものの山上宗二が残した間取りや文章を元に復元されたもの

です。です。３畳深台目の茶室に、３畳深台目の茶室に、勝手と書院が併設されてい勝手と書院が併設されてい

ます。ます。中村昌夫氏の監修で昨年６月にオープンしたばか中村昌夫氏の監修で昨年６月にオープンしたばか

り、り、南には反正天皇陵が広がり、南には反正天皇陵が広がり、東は方違神社というロ東は方違神社というロ

ケーションの美しい茶室です。ケーションの美しい茶室です。このカステラ工房も高松このカステラ工房も高松

伸氏設計監理による建物で、伸氏設計監理による建物で、迎賓館かとおもう、迎賓館かとおもう、ゴージャゴージャ

スな建物です。スな建物です。お茶所お茶所（利休）（利休）を併設、を併設、豪華な和菓子と抹茶豪華な和菓子と抹茶

を茶室と露地、を茶室と露地、日本庭園日本庭園

を拝見しながら頂くことを拝見しながら頂くこと

ができます。ができます。帰路に大仙帰路に大仙

公園内の茶室、公園内の茶室、伸庵と奈伸庵と奈

良県今井町の茶室を再興良県今井町の茶室を再興

した茶室、した茶室、黄梅庵を見て黄梅庵を見て

帰りました。帰りました。朝雲庵は見朝雲庵は見

学自由ですが、学自由ですが、内部の拝内部の拝

見は予約が必要です。見は予約が必要です。

（松本（松本・・記）記）




